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表紙の解説

写真：© 中山  仁史 /K２.

小樽天狗山スキー場
小樽天狗山スキー場の山頂からの風景は、冬の訪れを告げるかのように美しく、厳しい寒さが
漂います。ここから見下ろすと、小樽市中心部が一望でき、その景色はまるで絵画のようです。
背景に広がる石狩湾は、気嵐が発生するほどの荒波を見せ、自然の力強さを感じさせます。写
真の右下部分には、スキー場のゲレンデがあり、その最大斜度は 40度にも及びます。この斜
面は、多くのオリンピック選手を輩出しており、地元の小学生や中学生もここでスキーの技術
を磨いています。また、近年はこの素晴らしい景色を目当てに、多くの外国人観光客が訪れる
ようになりました。１年で一番寒いこの時期に、多くの人々がこの地の魅力を求めて集まるの
です。この地は、自然の美しさとスポーツの融合が生み出す、特別な場所なのです。

編集後記
新年あけましておめでとうございます。2024年の幕開けと共に、私たちロータリークラブは
新たな一年の旅立ちに心を躍らせております。昨年は皆様のご協力と熱心な参加により、数々
の成功を収めることができました。その成果は、会員一人ひとりの貢献によるものであり、心
より感謝申し上げます。
しかしながら、新年の喜びもつかの間、1月 1日に発生した能登半島地震により被災された多
くの方々が心身ともに大きな試練に直面されています。私たちロータリークラブは、被災され
た皆様へ心からの哀悼の意を表し、一日も早い復旧と回復を心からお祈り申し上げます。
新年は、新しい挑戦と機会に満ち溢れていますが、同時に困難に直面している人々への支援の
必要性も強く感じています。私たちの団結と努力で、地域社会にさらなる貢献を果たし、特に
今回の地震の被災者の方々への支援を重視していきたいと思います。会員の皆様の継続的な支
援と情熱が、このクラブを支え、導く力となります。2024年も皆様と共に、より良い明日を
築いていくことを楽しみにしております。
新年の抱負を新たに、さらなる成長と発展、そして困難に立ち向かう強さを持ち合わせて、一
丸となって前進しましょう。皆様のご健康と幸福、そして被災された方々の早期の復興を心か
らお祈り申し上げます。今年も変わらぬご支援とご参加を賜りますよう、お願い申し上げます。

ガバナー月信委員会　中山　仁史

ガバナー事務局だより
　新年あけましておめでとうございます。私たちガバナー事務局スタッフの役目も折り返しを
無事過ぎることができました。それと同時に出村ガバナー年度、エレクトとしての三大研修準
備も着々と進んでいるようです。1年前の私たちを思い起こすと、ただあたふたしていたのと
違い、とても洗練された出村ガバナー事務局スタッフの皆さんに驚きと共に大いなる敬意を払
いたいと思います。
　さて、今月 20日 ( 土 ) には、ガバナー補佐会議を開催致します。各ガバナー補佐による上
期報告と、下期予定の発表です。さらに、下期に行う地区事業の担当委員長にも出席いただき、
それに対しお話しいただく予定となっております。
最後に、各クラブの会長、幹事の皆さん、松浦ガバナーの掲げられたオンリーワンチャレンジ
の進捗状況はいかがでしょうか・・・。奉仕の精神で、地域に合った新たなチャレンジを試し
ていただきたいと思います。

地区代表幹事　斎藤　仁
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